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インバウンド向け商品開発「第１回商品開発会」のお知らせ 

 

県では、今後の増加が見込まれるインバウンドの土産品購入需要に対応していくため、

今年度新たに、インバウンド向けの新商品開発や既存商品のブラッシュアップに取り組む

事業者を支援する「インバウンド向け商品開発事業」を実施しています。 

この度、株式会社ビームスが運営する「BEAMS JAPAN（ビームス ジャパン）」のバイヤ

ーや県内の商品開発支援コーディネーターの助言を受けながら、県内事業者がインバウン

ド向け商品開発に取り組む商品開発会を開催しますので、取材方について御協力くださる

ようお願いします。 

 

記 

 

１ 商品開発会内容 

ビームスジャパンのバイヤー等が商品開発や情報発信の手法などを県内事業者に個

別具体にアドバイスし、事業者とともに新商品または既存商品のブラッシュアップを

行います。 

※後日、開発した商品について、ビームス ジャパンの首都圏店舗及びオンラインシ

ョップにおいてテストマーケティングを行います。 

 

２ 開催日時  

令和６年７月２日（火）、３日（水） 

※取材対応については、７月２日（火）の以下の時間・場所で受付します。 

時間 取材対応者等 場所 備考 

15:00-15:10 南部裂織保存会 東棟 5 階 538 会議室 撮影のみ 

15:45-15:55 南部裂織保存会 東棟 5 階フリースペース 

（538 会議室向かい） 

取材 

（取材場所①） 

16:00-16:10 三浦酒造（株） 東棟 5 階 538 会議室 撮影のみ 

16:45-17:00 ビームスジャパン 
三浦酒造（株） 

東棟 5 階 538 会議室 取材 
（取材場所②） 

 ※撮影は、商品開発会の冒頭 10 分間としますので、ご了承ください。 

※事業者への取材については、各事業者終了後にそれぞれお時間を取ります。 

 また、ビームスジャパンへの取材についても、担当者にコメントいただく時間

をとりますので、よろしくお願いします。 

※商品開発会は、２日間にわたり開催しますが、取材対応は上記のみとしますので、

あらかじめ御了承ください。 

 



 
 

３ 本事業に参加する事業者（五十音順） 

①青森手織サクリ会（青森市） ☆７月３日（水）商品開発会 

②K2factory（弘前市）     ☆７月３日（水）商品開発会 

③（有）五戸木工（五戸町）  ☆７月３日（水）商品開発会 

④南部裂織保存会（十和田市） ★７月２日（火）商品開発会 

⑤ブナコ（株）（弘前市）    ☆７月３日（水）商品開発会 

⑥三浦酒造株式会社（弘前市） ★７月２日（火）商品開発会 

 

４ その他  

詳細については、別添資料をご覧ください。 
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 報道監 経済産業部 次長 山口 郁彦（内線3601） 



 

令和 6年度インバウンド向け商品開発について 
 

  

 県では、今後の増加が見込まれるインバウンドの土産品購入需要に対応していくため、今年

度、インバウンド向けの新商品開発や既存商品のブラッシュアップに取り組む事業者を支援

するため、以下の体制により「インバウンド向け商品開発事業」を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＢＥＡＭＳ ＪＡＰＡＮ （ビームス ジャパン） 

BEAMSが日本の良さや面白さを世界へ発信するプロジェクトとして 2016年にスター

ト。新宿、渋谷、京都の BEAMS JAPAN3店舗を拠点に、日本の技術が光る名品、モダン

カルチャーやアート、ファッションアイテム等も集積し、日本のモノ・コトの魅力を国内外に

発信。  

BEAMS JAPAN 

専門家による商品開発に関するアドバイス 

商品開発支援コーディネーター 

・ヒアリングによる強みと課題の把握 

・BEAMS JAPANの取組の補助 

・改良あるいは開発した商品の PRに関

する助言 

県内事業者 

商品開発支援を相談 

県 

全体統

括 
商品開発会 

相談対応 



本事業の参加者紹介 

 

（１）アドバイザー 

【BEAMS JAPAN （ビームス ジャパン）】 

  
 

 
 

 

【商品開発支援アドバイザー】 ※県内事業者 

①株式会社小倉内装 代表取締役 小倉 勝茂 （伴走支援型支援担当） 

 R4-5 年度、県で、県内工芸品等地域資源を活用した県産品の販路拡大のため、販売モデルの構築を行う

「あおもりくらふとサポーター」を委託。 

インバウンド向けの商品開発プロデュース及び販売実績のほか、インバウンド客数の多い県内宿泊施設「星

野リゾート 界津軽」の内装実績あり。 

 

②門松デザインワークス 代表 角間（松木）梓 （デザイン・ＰＲ支援型支援担当） 

R5 年度、前者同様、県で「あおもりくらふとサポーター」を委託。 

インバウンド向け商品のパッケージ等のデザイン、ロゴ制作のほか、インバウンド客数の多い施設における各種

デザイン制作実績あり。 

 

 

（２）参加事業者 

①青森手織サクリ会（青森市）   ［津軽裂織］ 

②K2factory（弘前市）       ［津軽塗×木工雑貨・アクセサリー］ 

③（有）五戸木工（五戸町）   ［木工製品］ 

④南部裂織保存会（十和田市） ［南部裂織］ 

⑤ブナコ（株）（弘前市）      ［木工製品（ブナコ）］ 

⑥三浦酒造株式会社（弘前市） ［日本酒］ 

 

BEAMS JAPAN クリエイティブディレクター 

鈴木 修司（すずき しゅうじ） 氏 

 
（株）ビームス入社後、ショップスタッフを経て、”fennica（フェニカ）"の

MD(マーチャンダイザー）、”B;MING by BEAMS"のバイヤーを担当。現在

は、”BEAMS JAPAN"のクリエイティブディレクターに従事。著書に『ビームス 

ジャパン 銘品のススメ』、監修『小学生からの都道府県おでかけ図鑑』。 

fennica ディレクター バイヤー 

菊地 優里（きくち ゆうり） 氏 

 
「インターナショナルギャラリー ビームス」に”fennica（フェニカ）"担当として

配属後、店舗での販売員を経て、2017 年から”fennica（フェニカ）"の企

画・バイヤー補佐を担当。2021 年より現職。洋服から器、家具に至るまで、

様々なジャンルのものをミックスしたスタイルを提案。 


